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◇�市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市h（ID1７９６2）にも掲載しています。

　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

（ID○○○○○○）と記載されてい
る番号を小平市hで検索すると、該
当ページが表示されます。

Digi�Police（デジポリス）は、警視庁が都内の犯罪発生
情報や防犯情報をお届けするアプリです。市内で発生し
た特殊詐欺のアポ電情報もすぐにお知らせします（プッ
シュ通知します）。　小平警察署 Android ios

総務省消防庁は、令和6年1月1日の能登半島地震で起きた輪島市大規模火災も、電気
に起因した可能性があるとの見解を示しています。

勤務内容
市立小学校に併設している学
童クラブでの指導員の補助、
および小学校児童の保育

勤務期間
12月〜1月の主に冬休み期間（日曜日、祝日を除く）

勤務時間
▷冬休み期間を除く平日
午後２時〜6時頃（一部のクラブは７時頃）
▷冬休み期間の平日
午前８時15分〜午後1時15分頃、午後1時〜6時頃
▷土曜日
午前８時３０分〜午後1時３０分、午後1時〜6時
※一部のクラブは午後７時まで。
※勤務日・勤務時間などは、後日調整のうえ決定。

応募資格
1８歳以上（高校生を除く）の健康で、障がい児な
どにも理解のある方

募集人数若干名　報酬時給1,26０円

m履歴書（写真を貼ったもの）を問合せ先へ送付
※�状況により、勤務時間や募集人数が変更になる場
合があります。詳しくは、お問い合わせください。

i子育て支援課☎０42（３46）９54３

感震ブレーカーは、地震発生時に設定値以上の揺れを感知したときに、ブレーカーやコ
ンセントなどの電気を自動的に止める器具です。感震ブレーカーの設置は、不在時やブ
レーカーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。
▷避難のために、懐中電灯などの非常用照明器具の準備をしましょう
▷�医療器具などをご利用の方は、電気遮断による影響を十分に考慮して設置を検討して
ください

市では、12月５日から、感震ブレーカー設置費用補助制度を開始します。
詳しくは、２面をご覧ください。

出典：内閣府・消防庁・経済産業省「感震ブレーカー普及啓発チラシ」

地震による火災の多くは電気が原因

学童クラブ
アシスタント職を募集

電気火災対策には、感震ブレーカーが効果的

災害に負けない災害に負けない！！災害に負けない！ なる ほど 防災コーナー

～震災時の電気による火災を防ぐ～

出典：内閣府「大規模地震時の電気火災の発生抑制に関する検討報告書について（概要）」

電気による火災電気による火災

71件（65%）71件（65%）工場設備などによる火災
12件（11%）
工場設備などによる火災
12件（11%）

その他による火災
27件（24%）
その他による火災
27件（24%）

東日本大震災（平成23年3月）

85件（61%）85件（61%）
電気による火災電気による火災

ガス・油器具による火災
24件（17%）
ガス・油器具による火災
24件（17%）

その他による火災
30件（22%）
その他による火災
30件（22%）

阪神・淡路大震災（平成7年1月）
大規模地震時に発生した火災の6割以上が電気に起因しています。

職
種

採
用

予
定

人
数

主
な
勤
務
内
容

応
募
資
格

12
保
健
師

3
人

次
の
い
ず
れ
か
の
課
（
勤
務
場
所
）
で
の

保
健
師
業
務

高
齢
者
支
援
課（
１
人
）・健
康
推
進
課（
１

人
）・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
１
人
）

週
４
～
５
日
勤
務

保
健
師
の
資
格
を
有

す
る
方

13
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
歯
科
衛

生
士

1
人
乳
幼
児
歯
科
健
康
診
査
、
歯
科
教
育
・
相

談
業
務
な
ど

週
４
日
勤
務

歯
科
衛
生
士
の
資
格

を
有
す
る
方

14
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
指
導
員

1
人
介
護
報
酬
の
算
定
に
関
す
る
相
談
・
点

検
・
指
導
業
務
な
ど

週
４
日
勤
務

介
護
支
援
専
門
員
ま

た
は
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
方

15
認
定
調
査
員

1
人
介
護
認
定
に
関
す
る
調
査
・
調
査
票
の
作

成
な
ど

週
４
日
勤
務

介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、
看
護
師
、

社
会
福
祉
士
ま
た
は

介
護
福
祉
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方
で
、
介
護
保
険

認
定
調
査
の
経
験
が

あ
る
方

16
学
童
ク
ラ
ブ
指

導
員

8
人
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
指
導
業
務

週
５
日
ま
た
は
６
日
勤
務

保
育
士
、
小
学
校
教

諭
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
方

※
詳
し
く
は
、
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

17
施
設
整
備
課

建
築
技
術

1
人
建
築
ま
た
は
建
築
設
備
に
関
す
る
設
計
業

務
、
工
事
監
理
業
務
な
ど
（
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ

Ａ
Ｄ
を
使
用
す
る
業
務
が
含
ま
れ
ま
す
）

週
４
日
勤
務

一
級
も
し
く
は
二
級

建
築
士
の
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
勤

務
内
容
に
関
す
る
実

務
経
験
が
５
年
以
上

あ
る
方

18
保
育
園
保
育
士

（
半
日
）

2
人

次
の
い
ず
れ
か
の
園
（
勤
務
場
所
）
で
の

保
育
業
務

小
川
保
育
園
（
１
人
）・
上
水
南
保
育
園

（
１
人
）

週
６
日
勤
務
（
午
前
中
の
み
）

保
育
士
の
資
格
を
有

す
る
方

19
朝
・
夕
保
育
福

祉
員

若
干
名
市
立
保
育
園
で
の
保
育
業
務

週
６
日
以
内
（
交
代
勤
務
）

東
京
都
子
育
て
支
援

員
研
修
（
地
域
保
育

コ
ー
ス
に
限
る
）
を

修
了
し
て
い
る
方
ま

た
は
保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

※
資
格
が
な
く
て
も

応
募
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
東
京
都
子
育

て
支
援
員
研
修
（
地

域
保
育
コ
ー
ス
）
の

受
講
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

職
種

採
用

予
定

人
数

主
な
勤
務
内
容

応
募
資
格

1
一
般
事
務

10
人

次
の
い
ず
れ
か
の
課
（
勤
務
場
所
）
で
の

事
務
補
助
な
ど

市
民
課
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）（
４

人
）・
市
民
課
（
動
く
市
役
所
）（
１
人
）・

市
民
課
（
戸
籍
事
務
）（
２
人
）・
市
民
課

（
東
部
出
張
所
）（
１
人
）・
環
境
政
策
課

（
２
人
）

週
４
日
勤
務

2
学
校
事
務

5
人

小
・
中
学
校
で
の
事
務
（
居
住
地
の
学
区

域
以
外
の
学
校
へ
の
配
属
と
な
り
ま
す
。

配
属
予
定
校
に
つ
い
て
は
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

週
５
日
勤
務
（
原
則
と
し
て
８
月
に
は
勤

務
が
あ
り
ま
せ
ん
）

3
地
域
セ
ン
タ
ー
3
人
地
域
セ
ン
タ
ー
の
管
理
、
受
付
、
部
屋
の

貸
し
出
し
、
施
設
の
清
掃
な
ど

週
４
日
ま
た
は
５
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

4
自
転
車
対
策

1
人
放
置
自
転
車
等
撤
去
作
業
、
伝
票
整
理
事

務
、
通
知
書
作
成
な
ど

週
４
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

5
公
民
館
事
務

（
分
館
）

3
人
公
民
館
（
分
館
）
の
講
座
の
運
営
、
利
用

者
の
支
援
、
施
設
・
備
品
の
管
理
な
ど

週
５
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

6
公
民
館
管
理

（
分
館
）

1
人
公
民
館
（
分
館
）
の
管
理
、
警
備
事
務
な

ど週
２
～
５
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

7
図
書
館（
中
央・

地
区
館
）

3
人

図
書
館（
中
央・地
区
館
）事
務
の
補
助
、

図
書
の
整
理
・
貸
し
出
し
な
ど

週
４
日
勤
務
（
交
代
勤
務
）

※
仲
町
図
書
館
で
は
仲
町
公
民
館
の
受
付

な
ど
の
業
務
あ
り
。

8
東
部
出
張
所

1
人
東
部
出
張
所
で
の
公
金
取
扱
事
務
、
フ
ロ

ア
案
内
事
務
、
事
務
補
助
な
ど

週
５
日
勤
務

金
融
機
関
で
の
窓
口

業
務
な
ど
の
経
験
が

あ
る
方

9
西
部
出
張
所

1
人
西
部
出
張
所
で
の
公
金
取
扱
事
務
、
フ
ロ

ア
案
内
事
務
、
事
務
補
助
な
ど

週
５
日
勤
務

10
保
育
園
栄
養
士
1
人
上
水
南
保
育
園
で
の
０
歳
児
の
給
食
栄
養

業
務

週
４
日
ま
た
は
５
日
勤
務

栄
養
士
の
資
格
を
有

す
る
方

11
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
栄
養
士

1
人
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
給
食
栄
養
業
務

週
５
日
勤
務

会
計
年
度
任
用
職
員

（
専
門
職
）
募
集

令
和
７
年
４
月
採
用

　
職
種
・
採
用
予
定
人
数
な
ど
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

※
勤
務
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
採
用
申
込
書
（
縦
４
㌢
㍍
×
横

３
㌢
㍍
の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
受
験

票
、
返
信
用
封
筒
（
本
人
の
宛
先
を
記
載

し
、
百
10
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）、
左

表
10
～
19
の
職
種
は
、
資
格
な
ど
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布

　
12
月
16
日
㈪
ま
で
、
問
合
せ
先
（
市
役

所
３
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
で
配 

布※
小
平
市
h
（
ID
１
１
６
４
７
４
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

m
12
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
問

合
せ
先
へ
（
送
付
可
）

i
職
員
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
１
４

自
治
会
地
域
懇
談
会

　
自
治
会
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
作
り
や

先
進
事
例
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
。
自
治

会
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら
自

治
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
方

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

d
▽
①
12
月
19
日
㈭　
午
後
６
時
か
ら　

上
水
南
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
②
12
月
21
日
㈯　
午
前
10
時
か
ら　
小

川
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
第
２
集
会

室▽
③
１
月
17
日
㈮　
午
後
６
時
か
ら　
大

沼
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
第
２
集
会
室

▽
④
１
月
18
日
㈯　
午
前
10
時
か
ら　
中

央
公
民
館
学
習
室
４

▽
⑤
１
月
22
日
㈬　
午
後
６
時
か
ら　
上

宿
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
⑥
１
月
25
日
㈯　
午
前
10
時
か
ら　
花

小
金
井
南
公
民
館
ホ
ー
ル

※
各
回
１
時
間
30
分
程
度
。

c
各
20
人
程
度

n
市
か
ら
の
説
明
（
自
治
会
の
事
務
手
続

き
な
ど
）、
意
見
交
換

m
①
・
②
は
12
月
13
日
㈮
ま
で
、
③
～
⑥

は
１
月
９
日
㈭
ま
で
に
、
市
民
協
働
・
男

女
参
画
推
進
課
へ
（
電
話
・
V
・
電
子
メ

ー
ル
可
、
先
着
順
）
☎
０４２（
３
４
６
）９
５

３
２
、
V
０４２（
３
４
６
）９
５
７
５
、

Akyodo-danjo@city.kodaira.lg.jp

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で
楽
し
む

世
界
「
食
」
の
旅

▪
第
４
回
ク
ル
ド
料
理
と
文
化
を
知
る

d
１
月
18
日
㈯　
午
前
10
時
30
分
～
午
後

２
時

b
中
央
公
民
館
地
下
実
習
室

s
２
千
円
（
大
学
生
以
下
は
１
千
円
、
３

歳
未
満
は
無
料
）

c
30
人

m
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

（
下
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

問
合
せ
先
へ
（
先
着

順
）

※
提
示
型
公
募
事
業
と
し
て
市
か
ら
事
業

経
費
の
補
助
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

※
内
容
や
持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

i
ぐ
ろ
ー
ば
る
喫
茶
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
☎

０８０（
６
６
４
７
）６
４
８
０
、
Avermilli

on.kodaira@gmail.com

津

田

塾

大

学

津
田
梅
子
記
念
交
流
館

プ

ロ

グ

ラ

ム

▪
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
４

d
12
月
18
日
㈬　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

b
津
田
塾
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
（
津
田

町
２
︱
１
︱
１
）

c
60
人

m
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

h
津
田
梅
子
記
念
交
流
館

i
津
田
塾
大
学
経
営
企
画
課
☎
０４２（
３
４

２
）５
１
４
６

令
和
７
年
２
月
採
用

介
護
保
険
認
定
調
査
員

介
護
保
険
認
定
調
査
員

会
計
年
度
任
用
職
員

会
計
年
度
任
用
職
員  

（
専
門
職
）募
集

（
専
門
職
）募
集

　
勤
務
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
人
数
１
人

主
な
勤
務
内
容
介
護
認
定
に
関
す
る
調

査
・
調
査
票
の
作
成
な
ど
、
週
４
日
勤
務

応
募
資
格
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、

看
護
師
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護
福
祉

士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方
で
、

介
護
保
険
認
定
調
査
の
経
験
が
あ
る
方

提
出
書
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小平市職員の給与制度は、市議会で給与条例、予算などの審議がなされたあ
とに決定されています。
その内容について、市民の皆さんにご理解をいただくため、令和 ６年 ４ 月 １
日現在の小平市の職員給与などの状況をお知らせします。
i職員課☎０42（３46）９514

（ １）人件費の状況（普通会計決算）

決算
年度

住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）

（参考）
令和

4 年度の
人件費率

令和 5 年度 令和 6 年 1 月 1 日現在
19万6,913人 856億6,231万円 37億123万円 102億952万円 11.9％ 12.1％

※人件費には、特別職および会計年度任用職員に支給される給料、報酬などを含みます。

（ ２）職員給与費の状況（普通会計決算）

決算
年度

職員数
（Ａ）

給　与　費 1 人
当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当等 期末・勤勉
手当 計（Ｂ）

令和 5 年度 896人 33億1,962万円 11億5,888万円 15億6,533万円 60億4,383万円 675万円

※職員手当等には、退職手当を含みません。
※職員数は、令和 5 年 4 月 1 日現在の人数です。

（ ３）ラスパイレス指数の状況
（令和 5 年 4 月 1 日現在）

小平市 東京都 都内26市平均

100.2 100.5 99.0

※ラスパイレス指数とは、国家公
務員の給与水準を100とした場合
の地方公務員の給与水準を示す
指数です。

（ 4）職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額 平均年齢 平均給料

月　　額 平均年齢

小平市 32万9,280円 40.8歳 31万5,056円 57.3歳

東京都 31万8,089円 42.5歳 28万6,976円 50.5歳

（ 5）職員の初任給の状況
区　分 小平市 東京都 国

一般行政職
大学卒 19万6,200円 19万6,200円 総合職　  20万700円

一般職　19万6,200円

高校卒 16万4,000円 16万100円 16万6,600円

（ 6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 26万6,333円 30万7,637円 36万1,753円

高校卒 − − −

技能労務職 全学歴 − − −

（ 7）一般行政職の級別職員数の状況
区　分 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

計
標準的な
職務内容 部長 課長・

課長補佐 係長 主任 主事

職員数 18人 112人 137人 167人 242人 676人

構成比 2.7％ 16.6％ 20.2％ 24.7％ 35.8％ 100.0％

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です（税務職、薬剤師・医療技術職、看護・
保健職、福祉職、技能労務職、  教育公務員を除く）。

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（ 8）職員手当の状況
区　分 小平市 東京都 国

期末・
勤勉手当

期　末 勤　勉 期　末 勤　勉 期　末 勤　勉

6 月期分 1.20月分 1.125月分 1.20月分 1.125月分 1.225月分 1.025月分

12月期分 1.20月分 1.125月分 1.20月分 1.125月分 1.225月分 1.025月分

計 2.40月分 2.25月分 2.40月分 2.25月分 2.45月分 2.05月分

職務上の
段階による
加算措置

有 有 有

退職手当

自己都合 定年・
勧奨等 自己都合 定年・

勧奨等 自己都合 定年・
勧奨等

最高限度額 43.0月分 43.0月分 43.0月分 43.0月分 47.709月分 47.709月分

勤続20年 23.0月分 23.0月分 23.0月分 23.0月分 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 30.5月分 30.5月分 30.5月分 30.5月分 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 43.0月分 43.0月分 43.0月分 43.0月分 39.7575月分 47.709月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（ 2 〜20％加算）

定年前早期退職特例措置
（ 2 〜45％加算）

1 人当たり
平均支給額

（令和5年度決算）
305万円 1,795万円

※退職手当の 1 人当たりの平均支給額は、令和 5 年度に退職した全職種に係る職員に支給さ
れた平均額です。

地域
手当

支給対象
地域 全地域

支給率 16％

令和 5 年度
支給対象
職員数

976人

国の制度
（支給率）

地域区分
により

20％〜 0 ％

支給対象
職員 1 人

当たり平均
支給年額

（令和5年度決算）

60万9,520円

時間外
勤　務
手　当

令和
5 年度

支給総額 3 億4,916万円

職員 1 人
当たり

支給年額
41万5,671円

令和
4 年度

支給総額 3 億5,884万円

職員 1 人
当たり

支給年額
42万3,658円

区分 内　　容 国の制度の内容

扶養
手当

子 1 人につき月額9,000円
その他の扶養親族 1 人につき月額
6,000円（課長職および課長補佐職
は月額3,000円）
満16歳から22歳までの子について
4,000円加算措置

子 1 人につき月額 1 万円
その他の扶養親族 1 人につき月額
6,500円
満16歳から22歳までの子について
5,000円加算措置

住居
手当

満34歳に達する日以後の最初の 3
月31日までの間にある者で、月額
1 万5,000円以上の家賃を支払って
いる場合
月額 1 万5,000円

賃貸住宅に居住する場合
支給限度額　月額 2 万8,000円

通勤
手当

6 か月分を一括支給
交通機関利用者　 1 か月当たりの
支給限度額 5 万5,000円まで
自転車等利用者　通勤距離に応じ
て支給

6 か月分を一括支給
交通機関利用者　 1 か月当たりの
支給限度額 5 万5,000円まで
自転車等利用者　通勤距離に応じ
て支給

特殊勤務手当
（令和5年度）

職員全体に占める手当支給職
員の割合 5.8%

支給対象職員 1 人当たり平均
支給年額 10,800円

手当の種類 6

主な手当の名称 滞納整理手当、福祉事務手当、
犬猫等死体処理手当

（ 9）特別職の報酬等の状況
区　分 給料等月額 区　分 支給割合 計

給
料

市　長 105万円

期
末
手
当

市　長
副市長
教育長

6 月期
1.875月分

3.75月分副市長 90万円 12月期
1.875月分教育長 81万円

報
酬

議　長 65万円 議　長
副議長
議　員

6 月期
1.85月分

3.85月分副議長 58万円 12月期
2.00月分議　員 55万円

（１１）職員数の推移　　　　　　　　　　　　　　　（各年 4 月 1 日現在）
平成
31年

令和
2 年

令和
3 年

令和
4 年

令和
5 年

令和
6 年

過去 5 年間の
増減数（率）

一般行政 728 736 744 743 741 748 20（2.7%）

教育 161 158 157 161 155 157 ▲ 4 （▲2.5%）

普通会計計 889 894 901 904 896 905 16（1.8%）

公営企業等会計計 61 60 59 59 59 58 ▲ 3 （▲4.9%）

総　合　計 950 954 960 963 955 963 13（1.4%）

（１0）部門別職員数の状況と主な増減理由　　　（各年 4 月 1 日現在）

区　　分
職員数

対前年
増減数 主な増減理由令和

5 年
令和
6 年

一般行政部門

議会 11 11

総務企画 200 206 6 業務増等

税務 64 64

民生 297 298 1 業務増等

衛生 50 52 2 業務増等

農林水産 4 4

商工 5 5

土木 110 108 ▲ 2 欠員

小計 741 748 7

特別行政部門
教育 155 157 2 業務増等

小計 155 157 2

公営企業等
会計部門

下水道 16 14 ▲ 2 欠員

その他 43 44 1 育休週配による増

小計 59 58 ▲ 1

合　　　計 955 963 8
※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職

者、派遣職員などを含み、非常勤職員などを除いています。

小平市
職員の給与


